Ｈ24年海外臨床実習報告書 by 人見 浩介
実習期間：２０１２年４月３０日～５月２５日
実習先：Universiti Teknologi MARA（マラ工科大学 マレーシア）
第１，２週目：Primary Care Medicine
第３，４週目：Infectious Disease
○はじめに
今回の海外実習では山城先生ならびに UiTM の Nasimul 先生には大変ご尽力いただき，本当にありがと
うございました。この海外研修で得た経験を今後のキャリアに生かすことができるようにこれからも頑張る
ことが恩返しになると考えております。
今年は自分を含め３名の学生がマレーシアの MARA 工科大学で研修をしてきました。マレーシアと聞い
てもこれといったイメージが湧かない，どのような国なのかも分からないという方も多いのではないかと思
うので，どのような１ヵ月を過ごしてきたかということと，どのような国なのかということを中心に報告
し，来年度にマレーシアに実習に行かれる方々の助けとなればと思います。
○海外臨床実習でMARA工科大学を選んだ理由
６年生ではアドバンスで外病院を選択する必要がありますが，その選択肢の中に海外研修があります。実
際に海外研修を選択された先輩方とお話しする機会があり，英語が話せればなんとかなるということ，割と
安価で研修ができるということ，そしていざ飛び込んでしまえばとても充実した一カ月が過ごせるというこ
とを聞いていました。もともと海外には興味があり，将来は東南アジアへの医療支援に携わりたいという思
いもあったことから，現在どのような医療が行われているのか，医学教育についてはどうなのかなどを学ぶ
とともに東南アジアの医療を体験するのにまたとないチャンスだと思い応募しました。
○Universiti Teknologi MARA（UiTM）
UiTM は政府が管轄する国立大学で，マレー人のみ入学するこ
とができます。マレーシアのそれぞれの州にキャンパスを有し，
学生数は全体で１２０万人以上にもなります。医学部には１学年２００
人前後の学生がいます。３年生からは３０人程で構成されるグルー
プに分かれ Bedside Learning がはじまります。UiTM は全寮制
で，３年生以降の学生は Selayang campus で寮生活をしていま
す。
Selayang campus
は首都クアラルン
プールから車で１時
間弱の場所にあり，最近建て替えられた新しい campus です。
都市とは言えませんが，住宅街のそばということもあり，治安
はしっかりしている印象を受けました。
今回の臨床実習では４年生のグループに参加させてもらいま
した。学生たちと同じく Selayang campus で寮生活をし，
UiTM での学生生活を送ってきました。
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○実習プログラムと内容
【第１，２週目：Primary Care Medicine】
主に Selayang campus での講義と Klinik Taman Ehsan
での実習の組み合わせでした。講義では一般診療の方法や
EBM，現在マレーシアで大きな問題となっている高血圧に
ついてのディスカッション，そして産科や循環器内科などの
それぞれの診療科領域におけるレッドフラッグサインについ
てのディスカッションを行いました。日本ではどうなのかと
いうことを質問されるので，日本での高血圧や糖尿病の現
状，患者数や基準値については調べて行った方が良いです。
Klinik Taman Ehsan という地域クリニックでの実習では
Consulting, Maternal & Child, Pharmacy, Treatment といったグループに分かれます。このクリニックは政
府管轄のクリニックで，マレーシア人であれば１リンギット払えば医療を受けることができるということ
で，とてもたくさんの患者さんがいました。
また，大きな診療所であるにも関わらず，医師は数名しかおらず，メディカルアシスタントや看護師が大
半の仕事をこなし，緊急や重症例のときに医師が対応するという感じでした。また，基本的な処方や処置，
注射，採血，洗浄などは学生が行っていました。処置などが回ってくると積極的にやるのがいいと思いま
す。注射でも恐れずに挑戦してみましょう。印象に残ったの
は Pharmacy で，仕事内容としては看護師と学生が薬剤棚
から処方箋に書いてある薬剤を集めて持って来るというもの
でしたが，薬剤名は一般名で書かれてあるものの，どこにあ
るのか分からずてんやわんやしてしまいました。しかし，次
第に慣れてくると処方箋からどのような患者さんか来ている
のか，どのように薬剤を組み合わせているのかといったこと
も勉強できて，とても有意義な時間を過ごすことができまし
た。クリニックではマレー語が主に話されているので，同じ
グループの学生に通訳してもらいつつ実習するという形で
す。
【第３，４週目：Infectious Disease】
Sungai Buloh Hospital とその向いにある PKKN というクリニックでの実習となります。Sungai Buloh
Hospital にはデング熱病棟が設置されており，急性期の方も多数入院されていました。また，PKKN には
結核病棟があり，急性期患者用の隔離病棟も設置されていました。実習内容としては朝に病棟に行き，回診
に同行します。その後，処置があればそれを見学またはお手伝いをしました。また，典型的な疾患の患者が
いれば，その方の診察をし，所見や鑑別疾患，診断などについて上級医に英語でプレゼンテーションを行
い，その後，先生とディスカッションを行いました。この時
の反省点としては，「これらの所見が認められるので，鑑別
疾患としては以下のものが挙げられる」といったことを英語
ですらすら言えるように練習をしていればと思いました。回
診と処置が終われば，その後は自由時間が与えられました。
デング熱や結核以外にもさまざまな熱帯感染症の患者がいた
ので，それらの説明を受けたり，診察をさせていただいたり
しました。また，休み時間にはテーマを与えられた学生が，
他の学生およびドクターに対して講義をするというものがあ
りました。テーマはデング熱で，ちょうど知りたかった内容
だったので良かったです。
PCMの最後の授業後
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○UiTMでの医学教育と医学生
講義などを受けているときに日本との違いを感じた点
としては，講義形式は先生がパワーポイントでレク
チャーを行うという日本と同じ形式なのですが，先生の
質問に学生たちがどんどん積極的に答えていくという
点，スライドにネタがふんだんに用いられているという
点，先生と学生との距離がすごく近いという点などが印
象的でした。授業中に先生が学生にチョコレートを配る
という場面もありました。また，学生たちの勉強に対す
る積極性も印象的でした。授業の合間には昨晩に勉強し
て為になったことを前に出てみんなでシェアしているの
に感心しました。図書館でも毎晩遅くまで学生が勉強し
ていました。ほぼ毎週学生がプレゼンテーションをしているというのも日本とは違うとこだと思いました。
プレゼンテーションで発表する前には学生たちは「assalamu alaikum」という言葉からはじめます。この言
葉は，イスラムの言葉であなたのことを認め，受け入れますという意味だそうです。この言葉からも分かる
ように，発表ではそれぞれの発言を認め合う姿勢ができているので，ディスカッションもとても活発に行わ
れていました。UiTM の授業ではこのようにプレゼンをする機会がたくさんあり，知識のアウトプットがで
きるので，その定着もしっかりしているように感じ，自分も日本に帰ったらやろうと思いました。
臨床面では，予想していた通り，マレーシアの学生たちは診察や処置などの経験が豊富で，すぐに研修医
として現場に出たとしてもある程度のことはできるのではないかという風に感じました。その点，現時点で
の自身との差は大きいように感じ，少しショックを受けました。しかし，逆に医療面接や診断といった場面
では自分にも出来るという自信を得ることができました。
UiTM はマレー人のみの大学で，学生はほぼ全員がイスラム教を信仰するムスリムといわれる人です。印
象としてはみんなとてもフランクで，見知らぬ同士でも互いに笑顔で挨拶し合う感じでした。また，困った
ことはないかといつも気にかけてくれ，とても親切にしてもらいました。ムスリムにとって１日５回のお祈
りは何より大切で，１日の生活リズムもお祈りを中心に送っています。日の出とともにお祈りをするので，イ
スラムの朝はとても早いというのが印象です。運動も盛んで，多くの学生は放課後にフットサル，卓球，バ
ドミントンなどで汗を流していました。
○実習全体を通して感じたこと
今回の海外臨床実習で，UiTM のコーディネーターの先生に
最初にお会いしたとき，イスラム教についてどのような印象を
持っているかを聞かれました。昨今の宗教問題を気にされてい
るようで，イスラム教が誤解されているのがとても残念だと
おっしゃっていました。また，今回の滞在では実習もいいが，
本当のイスラム教がどんなものであるかを体験して欲しいとも
おっしゃられました。その言葉の通り，自分の４週間は実習も
頑張ったけど，それよりオフの時間を楽しませてもらった気が
学生が市民の健康相談を受けていました
Blue Mosque Class mates とフットサルをしました
Nasimul 先生
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します。海外研修ということで，山城先生をはじめ，UiTM の
Nasimul 先生には大変ご尽力をいただきました。そして最高のも
てなしをしてくれたクラスメイトのみんなには感謝しきれませ
ん。
また，今回改めて感じたこととして，自分の普段生活している
範囲を飛び出すと，そこにはまた新しい出会いや経験が待ってい
るということがありました。今回，山城先生のはからいで，マ
レーシアで活躍されている江頭先生と食事をする機会があり，外
から見る日本の医療制度の問題点，医者としてのキャリア，海外
での生活などについてたいへん貴重なお話を聞くことができまし
た。
Sungai Buloh hospital の Benedict 先生にはマレーシアで活躍されている青年海外協力隊の方を紹介してい
ただき，親交を深めることができました。
この４週間，いろんな人と交流し，たくさんの人
の親切に触れ，異国の文化にどっぷりと浸かり，報
告書に書ききれない程多くの本当に素晴らしい経験
ができました。今回サポートしてくださった方々，
同じ時間を過ごしてくださった方々，すべての関係
者の方々に心から感謝の念を申し上げます。本当に
ありがとうございました。
江頭先生
Benedict 先生
協力隊の方とClassmates
お別れパーティー
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